
 

 

•0.5～8㎛の範囲で(DOSの場合)任意の単分散粒子を発生 

•再現性のある粒子の粒径設定 

•粒径と濃度は長時間安定 

•3つの方法で瞬時に粒径の変化が可能 

•粒子形成のラインとエレクトロニクスを分離した安全設計 

•操作が簡単 

Monodisperse aerosol generator MAG 3000 

単分散粒子発生器 MAG 3000 



概要 

原理 

本装置は、NaCl粒子を核に用い、その上にオイル蒸気を凝縮させる凝縮エアロゾル発生器です。特殊ノズルで微量の
NaCl水溶液を噴霧し、1㎛以上の液滴は除去されます。水分は直ちにN₂中に蒸発し、NaCl粒子(核粒子)となります。そ
してオイル蒸気を混合したのち、急冷され均一な粒径の凝縮エアロゾルになります。 

粒径は簡単かつ素早く変更できます。 

仕様 

本装置はSinclair-LaMerの原理を利用しており、核粒子発生源とボイラーで構成されています。均一な凝縮核が供給

され、発生粒子原料はボイラーで気化され凝縮し、これにより単分散エアロゾルが発生できます。この単分散エアロゾ
ルは、粒子の大きさと濃度が非常に安定しています。 

:  約0.5～8㎛ (DOSの場合) 
:  ℴg 1.2以下 
:  最大106cm⁻3 
:  N₂ 
:  3.5～4.5 ℓ/min 
:  230V/50Hz 
:  110V/60Hz 
:  610×300×300mm 
:  約22㎏ 
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粒径変化の構造 

粒子の発生原理 

粒径測定器の較正 
吸気試験 
フィルター実験 
流体可視化用のトレーサー粒子の発生 

応用 

核粒子発生源のバイパス、又はボイラーのバイパス
を使用することで核粒子と蒸気の割合を操作し、 
粒径を変化させることができます。 
ボイラーの温度調整によって蒸気量を操作する方法
での粒径の変化も可能です。 

核粒子発生源バイパスON・OFF時の粒径比較 

バイパスON 

バイパスOFF 

＊仕様は予告なく変更される場合があります 

NaCl核粒子 

オイル蒸気化 

核蒸気混合部 

凝縮部 

核粒子数調整ライン 
オイル蒸気量調整ライン 
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